
「安村張り子店」は、広島に生まれ、いまは秋田に住む安村卓士

（美術家）が、高松に滞在し生み出した安村張り子のお店です。

高松アーティスト・イン・レジデンス2026 採択アーティストで

ある安村は、高松に計2ヶ月ほど滞在し、いろいろな事物に触れ

てきました。海、貯水池、張り子、郷土玩具、民藝、商店街、島、

椅子などのリサーチを経て、収集されたアイデアが気ままに踊っ

た張り子のコレクションとなって並びます。

期間中は店内での滞在制作も予定していて、お越しになる皆様の

アイデアも張り子になるかもしれません。

高松アーティスト・イン・レジデンス2026
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そして、実際にフサさんの作った奉公さんや虎、

豆人形などを見て、そのすごさに圧倒されまし

た。あっけらかんとした作ることへの迷いのな

さがそこにはありました。僕もフサさんのよう

に作品を作ってみたい。と素直に思いました。

きっと、その領域へ向かうのは遠い道のりです
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高松のことを調べていて、高松の張り子に出会いまし

た。宮内フサさんが作った奉公さんという張り子の人

形でした。表面が凸凹していて、紙のしわをそのまま

に作られた造形と、筆でザッと塗ったような筆跡と色

に不思議な無骨さと愛らしさがありました。規格化さ

れた、同じような形が並んでいる今の玩具や物とは全

く違う、魅力的な未完成さや素朴さ、しかし、人を惹

きつけるような力があるように思いました。ぜひとも、

これを実際に見てみたいし、このように作品を作って

みたいという、憧れのようなものが芽生えました。

私の作品づくりにおける美的な関心は、美術を知る以前

の遊びや玩具によって育まれてきました。小さかったこ

ろは駄菓子屋に入り浸り、遊びや玩具に影響を受けてき

ました。その体験をもとに作品を作っています。

高松張り子との出会い



安村が店内を案内しながら、高松滞在の思い出や、
制作秘話を語ります。予約は不要です。

開店記念トーク
（ギャラリートーク）

12月5日㈯
13時̶14時

12月17日・18日・19日の3日間、閉店セール開催！
引換券1枚と、店内の安村作品1つを引き換えることができます。
（※数に限りがございます）

12月17日㈭・
18日㈮・19日㈯

閉店セール
（張り子引き換え会）

イベント・プログラム

折る

切る

引き換える

覗く

高松アーティスト・イン・レジデンス2026 成果発表展
安村卓士『安村張り子店』
主催：高松市
   お問い合わせ：高松市文化芸術振興課
   〒760-8571 高松市番町1丁目8番15号
   TEL：087-839-2636 ／ FAX：087-839-2659
   MAIL：bunka@city.takamatsu.lg.jp

「高松アーティスト・イン・レジデンス」とは
アーティストが高松市に一定期間滞在し、高松の歴史や文化、自然、産業など高松なら
ではの地域資源を活用しながら、地域とのつながりの中で作品制作を行うアーティストの
支援事業として2015年に開始。これまで20組のアーティストたちが参加してきました。

グラフィックデザイン：結城鷹(GraphiCurate）／イラスト：安村卓士

1995年、広 島生まれ。秋田在住。2022年、

秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科修了。

かたちを組み合わせ、ズラし、構築し、人間に

働きかけ、行為を誘発する装置をつくる。それは

触れて遊べる美術作品であり、おもちゃであり、

家具、建築、装身具、映像、言語となっていく

可能性がある。
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